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介紹

る
自
然
風
庭
園
へ
と
、
独
自
の
発
達
を
遂
げ
る
の

で
あ
る
。
こ
の
英
・
仏
の
造
園
史
の
相
違
は
、
そ

の
後
の
両
国
の
政
治
史
の
違
い
と
密
接
に
結
び
つ

い
て
い
た
。
そ
の
詳
察
を
も
含
め
て
、
第
八
章
で

は
、
　
〈
自
然
〉
に
軍
配
を
挙
げ
た
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン

の
庭
園
論
の
代
表
と
し
て
、
ミ
ル
ト
ン
の
『
失
楽

園
』
に
描
か
れ
た
エ
デ
ン
が
考
察
さ
れ
る
。
庭
園

の
形
式
と
し
て
は
挑
戦
的
な
ま
で
に
反
バ
戸
ッ
ク

的
で
あ
っ
た
エ
デ
ン
は
、
後
の
自
然
風
庭
園
の
造

園
理
論
家
た
ち
の
バ
イ
ブ
ル
と
な
っ
て
い
く
の
で

あ
る
。

　
英
文
学
史
の
上
で
新
古
典
主
義
時
代
と
い
わ
れ

る
一
八
世
紀
に
入
る
と
、
造
園
に
お
け
る
〈
自

然
〉
の
勝
利
は
、
い
っ
そ
う
明
確
に
な
っ
て
い
っ

た
。
第
九
章
で
は
、
　
一
七
一
〇
年
代
初
頭
の
造
園

意
識
の
向
上
を
背
景
に
、
ア
デ
ィ
ソ
ン
と
ポ
ー
プ

の
庭
園
論
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
彼
ら
は
と
も
に
、

「
囲
う
」
と
い
う
あ
か
ら
さ
ま
な
〈
人
工
〉
を
隠

し
つ
つ
、
や
は
り
「
囲
う
」
と
い
う
く
自
然
〉
の

庭
を
考
え
て
い
た
。
特
に
、
第
十
章
で
分
析
さ
れ

る
ポ
ー
プ
の
庭
は
、
自
然
風
庭
園
へ
の
過
渡
期
に

位
置
し
て
お
り
、
そ
こ
に
設
け
ら
れ
た
洞
穴
の
存

在
は
、
政
治
的
な
庭
を
科
学
的
な
も
の
と
も
し
て

い
る
。
そ
れ
は
、
同
時
代
の
科
学
的
知
識
に
素
人

な
が
ら
熱
心
な
関
心
を
抱
く
「
ヴ
ァ
ー
テ
ユ
オ
ー

ソ
」
の
庭
園
論
と
し
て
も
興
味
深
い
。

　
第
十
一
章
で
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
思
想
家
、
ヴ
ォ

ル
テ
ー
ル
や
ル
ソ
ー
の
庭
園
論
が
論
じ
ら
れ
る
。

曲
線
と
不
規
則
さ
を
強
調
し
た
一
八
世
紀
後
半
の

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
庭
は
、
よ
り
自
由
で
開
か
れ
た

市
民
社
会
の
記
号
と
し
て
の
側
面
を
強
め
、
つ
い

に
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
啓
蒙
思
想
家
た
ち
か
ら
も
学

ば
れ
る
に
至
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
最
後
に
、
著
者

は
、
一
九
世
紀
の
ロ
マ
ン
派
の
風
景
詩
人
た
ち
は
、

自
然
の
よ
う
な
庭
を
捨
て
て
、
庭
の
よ
う
な
自
然

へ
と
入
っ
て
い
く
、
と
い
う
展
望
で
、
本
書
を
結

ん
で
い
る
。

　
英
文
学
を
中
心
に
、
適
切
な
訳
と
注
、
及
び
、

豊
憲
な
図
版
や
写
真
を
用
い
て
庭
の
変
遷
を
紹
介

し
た
本
書
に
は
、
文
学
の
中
に
歴
史
を
読
み
込
ん

で
い
く
と
い
う
謎
解
き
に
も
似
た
お
も
し
ろ
さ
が

あ
り
、
歴
史
書
と
し
て
も
一
読
に
値
す
る
書
で
あ

る
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
歴
史
家
た
ち
の
意
識
の
外

に
あ
っ
た
部
分
に
焦
点
を
当
て
て
新
し
い
歴
史
像

を
築
こ
う
と
す
る
近
年
の
社
会
史
の
鋤
向
を
、
十

分
に
反
映
し
た
書
で
も
あ
ろ
う
。
た
だ
、
著
者
の

主
た
る
関
心
が
庭
の
「
政
治
的
」
暗
喩
に
あ
る
た

め
に
、
エ
ピ
ロ
ー
グ
に
あ
る
よ
う
に
、
一
九
世
紀

以
降
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で
は
、
庭
の
伝
え
る
メ
ッ

セ
ー
ジ
は
沈
黙
し
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
。
し
か

し
な
が
ら
、
英
国
人
の
心
に
深
く
根
を
お
ろ
し
た

庭
は
、
現
在
、
別
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
る
も
の

と
し
て
、
一
九
世
紀
の
民
衆
生
活
史
の
中
で
見
直

さ
れ
て
い
る
こ
と
を
、
最
後
に
付
加
し
て
お
き
た

い
。
　
　
　
　
（
A
5
判
　
三
六
三
頁
　
｝
九
八
三
年
五
月

差
　
　
　
名
古
屋
大
学
出
版
会
　
三
八
○
○
円
）

　
　
　
　
（
井
野
瀬
久
美
恵
　
京
都
大
学
大
学
院
生
）

受
贈
図
書

　
（
一
九
八
三
年
三
月
二
四
日
～
五
月
三
〇
日
）

史
学
論
集
（
駒
沢
大
学
大
学
院
史
学
会
）
　
一
三

古
田
武
彦
著
、
邪
馬
台
国
の
方
法
・
邪
馬
台
国
の

　
展
開
（
駿
々
堂
出
版
社
）

韓
国
史
研
究
彙
報
（
ソ
ウ
ル
特
別
市
国
史
編
纂
委

　
員
会
）
　
三
八
・
三
九

社
会
科
学
（
朝
鮮
社
会
科
学
院
図
書
館
）
　
一

国
。
掃
ρ
醐
げ
α
竃
（
朝
鮮
社
会
科
学
院
図
書
館
）

　
一
・
二

東
方
学
芸
（
延
世
大
学
）
　
三
〇

人
文
学
（
同
志
社
大
学
人
文
学
会
）
　
一
三
八

文
化
学
年
報
（
心
志
社
大
学
文
化
学
会
）
　
三
二

産
業
社
会
論
集
（
立
命
館
大
学
産
業
社
会
学
会
）

　
三
四

経
済
経
営
論
集
（
龍
谷
大
学
経
済
経
営
学
会
）
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二
二
一
四

鹿
児
島
経
大
論
集
（
鹿
児
島
経
済
大
学
学
会
）

　
二
三
1
四

神
道
史
研
究
（
八
坂
神
社
神
道
史
学
会
）
　
三
〇

　
1
四
・
三
一
一
一

駿
台
史
学
（
明
治
大
学
駿
台
史
学
会
）
　
五
八

木
原
武
雄
著
、
太
宰
府
管
内
国
府
の
研
究
（
著
老
）

文
化
（
東
北
大
学
文
学
会
）
　
四
六
一
三
・
四

ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
文
化
研
究
所
研
究
年
報
（
東
、

　
洋
大
学
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
文
化
研
究
所
）

　
一
七

紀
要
（
中
央
大
学
文
学
部
）
　
二
八

教
養
部
紀
要
（
徳
島
大
学
）
　
一
八

人
文
論
叢
（
福
岡
大
学
総
合
研
究
駈
）
　
一
四
一

　
四
総
合
研
究
所
報
（
福
岡
大
学
総
合
研
究
所
）
　
六

　
一罷
谷
史
壇
（
龍
谷
大
学
史
学
会
）
　
八
一
i
八
二

人
文
論
叢
（
東
京
工
業
大
学
）
　
八

石
炭
研
究
資
料
叢
雷
（
九
州
大
学
石
炭
研
究
資
料

　
セ
ン
タ
ー
）
　
四

東
京
商
船
大
学
研
究
報
告
（
東
京
商
船
大
学
）

　
四
東
海
史
学
（
東
海
大
学
史
学
会
）
　
一
七

東
北
学
院
大
学
論
集
（
東
北
学
院
大
学
文
経
法
学

　
会
）
　
一
三

社
会
科
学
論
叢
（
長
崎
大
学
教
育
学
部
）
　
三
二

神
戸
学
院
法
学
（
神
戸
学
院
大
学
法
学
会
）
　
｛

　
三
1
二

黒
人
奴
隷
法
形
成
と
そ
の
背
景
（
福
本
保
信
）

文
理
論
集
（
西
南
学
院
大
学
学
術
研
究
所
）
　
二

　
三
一
二

同
朋
大
学
弘
禰
集
（
同
朋
学
会
）
　
　
四
六

人
文
学
部
紀
要
（
茨
城
大
学
人
文
学
部
）
　
一
六

人
文
学
科
論
集
（
茨
城
大
学
人
文
学
部
）
　
一
六

隼
人
文
化
（
隼
人
文
化
研
究
所
）
　
＝
一

岡
崎
市
史
研
究
（
岡
崎
市
史
編
纂
委
員
会
）

経
済
論
究
（
九
州
大
学
大
学
院
経
済
学
会
）
　
五

　
六
日
本
文
化
研
究
所
研
究
報
告
（
東
北
大
学
日
本
文

　
化
研
究
所
）
　
別
巻
二
〇

経
済
論
究
（
九
州
大
学
大
学
院
経
済
学
会
）
　
五

　
五
札
幌
大
学
教
養
部
紀
要
（
札
幌
大
学
教
養
部
）

　
一
二

神
道
学
（
神
道
学
会
）
　
一
一
七

国
立
歴
史
罠
俗
博
物
館
研
究
報
告
（
国
立
歴
史
民

　
俗
博
物
館
）
　
二

仏
教
文
化
研
究
所
紀
要
（
同
崩
学
園
）
　
四

東
北
大
学
文
学
部
研
究
年
報
（
東
北
大
学
文
学
部
）

　
三
二

中
国
史
研
究
会
簾
中
国
史
像
の
再
構
成
（
文
理
閣
）

各
川
稔
著
、
フ
ラ
ン
ス
社
会
運
動
史
（
山
川
毘
版
）

富
山
大
定
人
文
学
部
紀
要
（
富
山
大
学
人
文
学
部
）

　
六
富
山
県
史
史
料
編
　
七

富
山
県
史
通
史
編
　
七

田
村
誠
一
著
、
古
代
戦
乱
期
の
日
本
（
著
者
）

渡
来
人
の
寺
（
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
飛
鳥
資

　
料
館
）

皇
学
館
大
学
紀
要
（
皇
学
館
大
学
）
　
一
コ

明
代
西
南
罠
族
史
料
（
東
洋
大
学
ア
ジ
ア
・
ア
フ

　
リ
カ
文
化
研
究
所
）
　
一

文
明
（
東
海
大
学
文
明
研
究
所
）
　
三
七

紀
州
経
済
史
・
文
化
史
研
究
所
紀
要
（
和
歌
山
大

　
学
）
　
三

豊
後
国
田
染
荘
（
大
分
県
立
宇
佐
風
土
記
の
丘
歴

　
史
民
俗
資
料
館
）

東
洋
学
文
献
目
録
（
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
駈
）

　
一
九
八
○

東
洋
大
学
文
学
部
紀
要
（
東
洋
大
学
文
学
部
）

　
三
六

歴
史
教
育
論
集
（
慶
北
大
学
師
範
大
学
歴
史
教
育

　
科
）
　
三
・
四

世
界
歴
史
（
中
国
社
会
科
学
院
世
界
歴
史
研
究
所
）
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一
九
八
三
－
一
・
二

民
族
研
究
（
中
国
社
会
科
学
院
民
族
研
究
編
集
所
）

　
一
九
八
三
－
二

宇
佐
風
土
記
の
丘
歴
史
民
俗
資
料
館
年
報
（
宇
佐

　
風
土
記
の
丘
歴
史
民
俗
資
料
館
）
　
一
九
八
一

バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
の
お
知
ら
せ

　
『
史
林
』
の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
在
庫
は
次
の
通

り
で
す
。
お
申
込
は
必
ず
前
金
に
て
、
郵
送
の
場

合
は
送
料
（
各
回
五
〇
円
）
を
添
え
て
下
さ
い
。

三
三
巻
一
号

三
四
巻
一
・
二
・
四
号

三
八
巻
二
・
四
号

三
九
巻
六
号

四
〇
巻
六
号

四
二
巻
五
号

四
三
巻
三
号

四
四
巻
六
号

四
六
出
二
四
［
・
五
号

四
七
巻
一
～
六
号

四
八
巻
一
・
三
号

四
九
巻
三
・
五
・
六
号

　
頒
価
は
六
〇
巻
二
号
ま
で
は
八
○
○
円
、

巻
三
号
～
六
七
巻
二
号
は
九
〇
〇
円
、

号
以
降
は
一
〇
〇
〇
円
で
す
。

五
一
巻
二
～
六
口
写

五
二
巻
一
～
六
号

五
一
二
巻
一
～
六
号

五
四
巻
一
～
五
号

五
五
巻
一
～
六
号

五
六
巻
一
～
六
号

五
七
巻
一
～
六
号

五
八
巻
一
～
六
号

五
九
…
巻
一
～
六
号

六
〇
巻
一
～
六
圓
写

総
目
録

六
一
巻
～
六
六
巻

　
　
　
　
　
　
六
〇

　
　
　
　
六
七
巻
三

　
な
お
六
〇
巻
六
聞
万

ま
で
の
総
無
目
は
頒
価
一

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

二
〇
〇
円
送
料
七
〇
円

会
費
値
上
げ
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

　
本
会
で
は
過
去
四
年
間
、
会
費
を
四
、
九
八
○

円
に
据
置
き
、
諸
経
費
を
節
減
し
、
会
員
の
皆
様

に
負
担
の
か
か
ら
ぬ
よ
う
努
力
し
て
ま
い
り
ま
し

た
が
、
諸
物
価
高
騰
の
折
、
雑
誌
一
冊
当
り
経
費

も
上
が
り
、
こ
の
ま
ま
で
は
史
林
刊
行
に
支
障
を

き
た
す
に
い
た
り
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
や
む
な

く
一
九
八
四
年
五
月
発
行
の
六
十
七
巻
三
号
よ
り

一
号
当
り
九
二
〇
円
に
値
上
げ
す
る
こ
と
に
い
た

し
ま
し
た
。
従
っ
て
今
年
度
の
会
費
は
五
、
三
四

〇
円
と
な
り
、
来
年
度
以
降
の
年
会
費
は
五
、
五

ご
○
円
と
な
り
ま
す
。

　
右
の
よ
う
に
改
定
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
会
員

の
皆
様
の
御
諒
承
を
頂
き
ま
す
よ
う
、
お
願
い
申

上
げ
ま
す
。
な
お
、
会
費
は
前
納
制
に
な
っ
て
い

ま
す
。
本
会
の
活
動
は
す
べ
て
会
費
に
依
存
し
て

い
ま
す
の
で
、
前
納
に
御
協
力
下
さ
い
ま
す
よ
う
、

あ
わ
せ
て
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

一
九
八
四
年
一
月
一
日

史
学
研
究
会

編
　
集
　
後
　
記

　
窓
の
外
は
し
ん
し
ん
と
雪
が
降
り
続
い
て
い
ま

す
。
今
年
は
も
う
何
度
、
雪
景
色
を
見
た
こ
と
で

し
ょ
う
か
。
こ
の
よ
う
な
凍
て
つ
く
夜
は
炬
燵
で

暖
ま
り
な
が
ら
史
林
を
読
む
の
に
限
る
と
思
い
ま

す
。
も
っ
と
も
本
号
が
届
く
頃
に
は
春
の
足
音
が

聞
こ
え
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
発
行
の
遅
れ
を

深
く
お
わ
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
史
林
六
七
巻
一
号
を
お
届
け
い
た
し
ま
す
。
今

号
も
四
本
の
論
説
と
一
本
の
研
究
動
向
を
お
送
り

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
力
作
が
揃
っ
て
い
ま

す
の
で
ど
う
か
充
分
に
御
吟
味
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
隆
）

一
九
八
欝
年
十
二
月
二
五
日
印
刷

一
九
八
四
年
一
月
㎝
日
発
行

定
価
九
〇
〇
円

　
史
林
第
六
七
巻
第
一
号
（
通
巻
第
三
二
三
号
）

　
　
　
京
都
市
左
京
区
吉
田
本
町

　
　
　
京
都
大
学
文
学
部

発
行
人
史
学
研
究
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
振
替
京
都
七
一
五
一
五
五
番

　
　
　
　
　
理
事
長
　
岸
　
　
　
俊
　
男

　
　
　
　
　
京
都
市
下
京
区
七
条
御
所
ノ
内
中
町
五
〇

印
捌
所
　
中
村
印
刷
株
式
会
社
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